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令和７年度第１回 千葉市美浜区公民館運営審議会議事録 

 

１ 日 時  令和７年７月１６日（水） １０時３０分～１１時３０分 

２ 場 所  稲浜公民館２階 研修室 

３ 出席者   （委員：１２人中１１人） 

飯島精三委員長、池田孝子副委員長、伊藤陽委員、伊藤秀夫委員 

大西裕美子委員、篠原泰彦委員、鈴木孝子委員、須田邦子委員、 

山中壽江委員、吉野しのぶ委員、米倉秀明委員（欠席：青野岩夫委員） 

（事務局：１４人中１３人）

栗山生涯学習振興課長補佐、山本生涯学習振興課主査、秋山生涯学習振興課主任主事 

髙本公民館管理室長、久保田公民館管理室主査、西田公民館管理室主事 

森永稲浜公民館長、古川幕張西公民館長、日髙磯辺公民館長、川﨑幸町公民館長、 

青栁高浜公民館長、石田稲浜公民館副館長、伊藤稲浜公民館主事 

（欠席：小川打瀬公民館長） 

４ 議 題 

（１）報告事項 

ア 令和６年度千葉市美浜区公民館利用状況について 

イ 令和６年度千葉市美浜区公民館事業報告について 

（２）協議事項 

ア 令和８年度千葉市美浜区公民館事業計画について 

５ 議事の概要 

１ 開会 

２ 千葉市美浜区公民館運営審議会委員長挨拶 

３ 千葉市生涯学習振興課長補佐挨拶 

４ 議事 

（１）報告事項 

ア 令和６年度千葉市美浜区公民館利用状況について 

事務局より、令和６年度の美浜区公民館の利用状況及び公民館図書室の運営状況について 

説明した。 

イ 令和６年度千葉市美浜区公民館事業報告について 

事務局より、令和６年度の美浜区公民館の事業報告について説明した。 

（２）協議事項 

ア 令和８年度千葉市美浜区公民館事業計画について 

令和８年度の千葉市美浜区公民館事業計画について、委員から意見を伺った。 

  ５ その他 
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６ 閉会 

 

６ 会議経過 

飯島委員長が議長を務め、議事に入った。 

① 報告事項ア令和６年度千葉市美浜区公民館利用状況について 

会議資料に沿って、区内公民館６館の利用状況、区内３館の公民館図書室について稲浜公

民館長が説明した。 

  ≪質問・意見≫ 

篠原委員   資料に記載されている「公民館施設稼働率 52％以上」という目標値は、千葉 

市として定めているものなのか。美浜区として定めているものなのか。 

高本室長   千葉市として定めている目標値である。 

篠原委員   夜間は利用が比較的少ない傾向があるため、午前・午後と夜間は分けて、そ 

れぞれで目標値を設定したほうが良いのではないか。昼夜をまとめた数値に 

すると、夜間の低い稼働率も含まれ、52％という目標値が実際の午前及び午       

後の稼働率よりも低く見えてしまう。 

高本室長   目標値の設定の仕方については、今後、生涯学習振興課と協議していく。 

 

② 報告事項イ令和６年度千葉市美浜区公民館事業報告について 

会議資料に沿って、美浜区各公民館の事業について稲浜公民館長及び各地区館長から報告

を行った。 

≪質問・意見≫ 

篠原委員   子ども向け講座について、学区外の会場には子どもが一人では行けないとい 

       う制約がある。以前と違って、保護者が常に在宅しているとは限らず、親が 

       付き添えないために参加できない状況になっているのではないか。 

学区内であれば子どもだけで行けるが、学区外だと保護者の送迎が必要とな 

り、参加のハードルが高くなっている。アフタースクール運営者や学校の保 

護者会との連携による送迎の仕組みがあれば、参加がしやすくなる。人手が 

必要となるため、すぐに実現することは難しいかもしれないが、こうした取 

組みについて来年度以降に検討してほしい。 
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③ 協議事項ア令和７年度千葉市美浜区公民館事業計画について 

≪質問・意見≫ 

須田委員   打瀬公民館の運営懇談会で挙がった意見であるが、以前は打瀬公民館のアト 

リウムは利用者が自由にくつろげる場として使われていた。現在は自習室と 

して子どもの居場所に活用されているが、静かな環境が求められるため、サ 

ークル活動後の交流の場やくつろぎの場としては使いにくくなっている。他 

館での事例などがあれば参考にしたい。 

高本室長   自習室の運用は館によって異なっている。自習室のために部屋を確保すると 

       ころもあれば、館内の空きスペースを活用しているところもある。 

打瀬公民館は稼働率が高く、部屋を確保するのが難しい状況であるが、サー 

クル活動後に情報交換ができる場を設けることも、公民館の大切な役割の一 

つだと考えている。この件については、打瀬公民館と協議していく。 

篠原委員   例えば防音パーテーションを活用してスペースを区切る方法も考えられる。 

様々な方法を研究してもらいたい。 

 


